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インターバンクの声 （2016 年 1 月 22 日） 
 

昨日、東京市場の後半からロンドン市場の朝にかけ、ドル円は１１７円台中

盤から１１６円台中盤へ１円ほど円高が進み、前日どうにか止まった１１６

円割れの水準をもう一度試しに行くような円買いの勢いが感じられた。最近

の株価と為替の動きについては、関連性が強い弱いの議論はあるにせよ、後

場開始時に３００円超上昇していた日経平均が、終了時点で約４００円安ま

で売り込まれたとあっては、当然とも思えるような反応だった。しかし、欧

州株が反発して始まったことや、市場が欧州中央銀行（ECB）の金融政策決定

待ちのモードであることも手伝って、どうにか１１７円前後に戻ってくれた。

結局、ロンドン市場からニューヨーク市場にかけて、１１７円台の中盤から

後半へと円が売り戻される展開となったが、昨夜この時間帯の主役は、理事

会後の会見で３月の金融緩和を匂わせたドラギ総裁の発言によって、高値か

ら安値まで１４０ポイントほど下げたユーロだった。そのユーロも欧州株が

全般に２％ほど上げて終ってくれたためか、１００ポイントほど反発してニ

ューヨーク市場を終えた。やはり原油価格の反発や中国経済の先行き不安が

薄まらないと、為替市場の年初からのトレンドにも大きな修正は起こりにく

いのかも知れない。 
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